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３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 
 

３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 

みなさんにとって、有馬中学校での３年間の中学校生活は 

どうだったでしょうか。思い起こせば３年前、コロナ禍の中 

でスタートした中学校生活、コロナに苦しめられた２年間で 

はありましたが、３年目の今年は、コロナも５類に分類され、 

学校生活も徐々にコロナ前の日常に戻っていきましたね。 

そのような中、３年生のみなさんは、有馬中学校のリーダーとして、日頃の学習活動や部活動、学校

行事等に一生懸命取り組み、みんなを引っ張っていってくれました。ありがとうございました。 

春に行われた体育祭では、年度初めの取組で大変だったと思います 

が、３年生が１・２年生をリードし、各種目やダンスの練習に打ち込み、 

学校全体を動かしてくれました。一生懸命取り組むみなさんの姿は、多く 

の人に感動を与えてくれました。 

秋の文化祭 「仲間を信じる」ことの大切さを訴えた学 

年劇、１・２年生をリードし素晴らしいハーモニーを聴かせて 

くれた全校合唱は、さすが３年生だと思いました。 

 修学旅行は、有馬中学校としても４年ぶりとなる東京方面へ 

の修学旅行。３年生みんなと過ごした２泊３日は、忘れられな 

い思い出になりました。 

部活動でのみなさんの活躍も忘れられません。 

コロナ禍で、さまざまな制限がある中も、ひたむきに努力し、毎日の練習を積み重ね、真剣に練習

に打ち込む姿がありました。３年生最後の夏は、少し悔しい思いをした人も多かったのかなと振り返

ります。でも、暑さや寒さ、喜びや悲しみ、楽しさや悔しさも味わい、この３年間で学んだことは多

かったと思います。かけがえのない仲間もできたことでしょう。みなさんの明るく、元気に頑張る姿

は、周りの人たちに勇気を与えてくれました。ありがとうございました。 

『雲外蒼天』 

困難を努力して乗り越えた先には、明るい未来があります。コロナ禍を乗 

り越えたみなさんには、この先、きっと明るい未来が待っています。有馬中 

学校での経験や学びを、輝きや力にかえて、これからの人生を一層活躍され 

ることを心より願っています。 

 

 

 

 

№13 

―３年生の保護者の皆さまへ― 

 保護者の皆さま、お子さまのご卒業おめでとうございます。 

 この 3年間、本校の育友会活動をはじめ、学校行事や諸活動に対しまして、多大なるご理

解とご協力をいただきましたことに心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。 


